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FME Desktop クィックスタートガイド（作成時バージョン: FME 2018.1） 

Takashi Iijima, FME Certified Professional, pragmatica inc. 
 
 

実習 5 属性の結合・属性値による出力先の振り分け 

 

 これまでの実習と同じ"mmm20151001.shp"（Esri Shapefile 形式の市区町村区域ポリゴンデータ）

の市区町村ポリゴンに、平成 27年国勢調査結果に基づく市区町村別人口等を結合した後、都道府県別

の Esri Shapefile形式のファイルに振り分けて出力するためのワークスペースを作成します。 

 
 

5-1. ソースデータ（平成 27年国勢調査市区町村別人口等）の準備 

 

 はじめに、ソースデータとして平成 27年国勢調査市区町村別人口等のテーブルデータ（CSV形式）

を準備します。次の URLから zip圧縮したファイルをダウンロード、解凍してください。 

 
http://www.pragmatica.jp/fme/support/quickstart201801/source/H27Kokuchou.zip 
 

このファイルは、e-Stat（政府統計の総合窓口）よりダウンロードした「平成 27年国勢調査（総務省

統計局）都道府県・市区町村別主要統計表」（Excel 形式）に基づいて作成したものです。e-Statから

ダウンロードしたデータに手を加えずに利用することもできますが、そのためのワークスペースの内

容はこのガイドで説明できる範囲を超えるため、簡略化したデータをあらかじめ用意しました。 

 
 

5-2. CSVリーダーの追加とデータ内容の確認 

 

 FME Workbenchを起動し、ワークスペースに国勢調査データを読み込むための CSVリーダーとフ

ィーチャータイプを追加します。 

 Workbench メニュー Readers > Add Reader で Add Reader 画面を開き、次のように Format と

Datasetを設定してください（Datasetは、ダウンロード・解凍した csvファイルの実際の保存先パス

とします）。 

 

 
 
 

 次に、Parametersボタンをクリックしてください。次ページの図のようなパラメーター設定画面が

開きます。 

 

 CSV 形式のテーブルには、区切り文字の種類、ヘッダ行（列名が記述されている行）の有無などに

よるバリエーションがあるため、リーダーをワークスペースに追加する際に、このパラメーター設定

画面でプレビューを見ながら、実際のフォーマットに適合するような設定をします。 

 
 
  

http://www.pragmatica.jp/fme/support/quickstart201801/source/H27Kokuchou.zip
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 今回使用するデータの場合、これらのパラメーターは全てデフォルトのままでも良いですが、キャ

ンバス上のフィーチャータイプ名を分かり易くするために、Feature Type Name(s) パラメーターを

"From File Name(s)"に変更しておきます。 

 

 
 

 このパラメーターが"From Format Name"（デフォルト）の場合、フィーチャータイプ名は常に"CSV"、

"From File Name(s)"とした場合はファイル名となります。 

 

 この設定でパラメーター設定画面、Add Reader 画面を OKで閉じると、ワークスペースに CSV リ

ーダーとリーダーフィーチャータイプが追加されます。 
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 Inspector を接続してワークスペースを実行し、FME Data Inspector でデータの内容を確認しておき

ましょう。 

 

 
 
 

FME Data Inspector では、通常、Viewウィンドウにジオメトリ、Table Viewウィンドウに属性テー

ブルが表示されますが、ツールバーの次のボタンの操作によって、Viewウィンドウに属性テーブルを

表示することもできます。 

 

 左から: 2D表示、3D表示、テーブル表示 

 

上の図は「テーブル表示」の状態です。 
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5-3. ESRISHAPEリーダーの追加 

 

 これまでの実習と同じ要領で、Esri Shapefile形式の市区町村区域ポリゴンデータを読み込むための

リーダーとフィーチャータイプを追加します。キャンバス上の配置は次のようにしてください。 

 

 
 

5-4. 属性の結合 FeatureMerger 

 

 これまでに見てきたように、市区町村区域ポリゴンには、市区町村コードを格納した「JISCODE」

属性があり、国勢調査結果の CSVテーブルにも「市区町村コード」属性があります。したがって、そ

れらが一致することを条件として、国勢調査の市区町村別の人口等を、対応する市区町村ポリゴンに

結合することができます。 

 

 これを行うためにはいくつかのトランスフォーマーが使えますが、ここでは、最も基本的で、かつ

応用範囲も広い FeatureMerger トランスフォーマーを使用します。 

 

 FeatureMerger トランスフォーマーをワークスペースに追加して、次のように接続してください。 
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 FeatureMerger には 2 つの入力ポートがあり、通常は、主たるフィーチャーが送られてくるデータ

フローを Requestor ポート、それに結合する属性を供給するフィーチャーが送られてくるデータフロ

ーを Supplierポートに接続します。 

 

 属性を結合するための条件は、Join Onパラメーターで指定します。パラメーター設定画面を開き、

次のように、市区町村コードの一致を結合条件とするための設定をします。 

 

Requestor側: JISCODE 

Supplier 側: 市区町村コード 

 

 
 

 ここで、市区町村ポリゴン（Shapefile）の JISCODE は数値型であり、北海道～栃木県については

先頭の 0 が省かれた 4 桁の数字だったことを思い出してください。それに対して、Data Inspector で

確認した国勢調査データ（CSV）の方では、先頭に 0 が付加された 5 桁の数字でした。これらは一致

するでしょうか？ 

 

 トランスフォーマーで属性値の比較をするときに、数値として評価できる文字列（数字だけ、ある

いは、小数点数の形式など）を数値として扱うか、文字列として扱うかを選ぶことができます。 

 

 Feature Merger の場合は、Join Onパラメーターの Comparison Modeでコントロールします。 

 

Automatic Requestor 側、Supplier 側の属性値（文字列）がどちらも数値として評価できるときは

数値として比較し、そうでないときは文字列として比較する。 

String 常に文字列として比較する。 

Numeric Automatic と同じ。 

 

 市区町村コードは数字のみで構成されるので、Comparison Modeを Automatic または Numericとす

れば数値として比較され、その場合は先頭の 0 が無視されるので、北海道～栃木県の市区町村コード

も一致します。 
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 FeatureMerger には 5つの出力ポートがありますが、ここで使うのは Mergedポートのみです。 

 Mergedポートからは、Join Onで設定した条件を満たした Requestorフィーチャーが出力され、そ

れらには、一致した Supplier フィーチャーの全ての属性が付加されます。 

 

 Merged ポートに Inspector を接続してワークスペースを実行すると、全ての市区町村ポリゴン（た

だし、平成 27年国勢調査結果がない北方四島 3村を除く）が出力されることが確認できます。 

 
 

5-5. 出力先データのスキーマ（フィーチャータイプ名と属性の構成）設計 

 

 ここまでで市区町村ポリゴンに平成 27年国勢調査結果の人口等を結合することができました。ワー

クスペースの目的は、その結果を「都道府県別」の Shapefileファイルに出力することでした。 

 

 Shapefile形式の場合、ファイルがフィーチャータイプに対応するので、都道府県数分 = 47のフィ

ーチャータイプが必要です。都道府県を識別するための属性値に応じてデータフローを 47 に分岐し、

それぞれにライターフィーチャータイプを接続することはできますが、キャンバス上でそのためのデ

ータフローを作成するのはとても面倒なうえに間違いも起こりやすく、現実的とは言えません。 

 

 そこで、都道府県ごとのフィーチャータイプ名（Esri Shapefile形式では出力先ファイル名に対応す

る）を各フィーチャーに属性として与え、それをライターフィーチャータイプにおけるフィーチャー

タイプ名に設定することとします。これにより、各フィーチャーの出力先は、その属性の値に応じて

振り分けられるようになります。 

 

 ここでは、都道府県コード（市区町村コードの先頭 2 桁の数字）と都道府県名をアンダースコアで

連結した文字列を出力先のフィーチャータイプ名とし、それを格納する新たな属性を追加することに

します。たとえば、北海道は"01_北海道"、沖縄県は"47_沖縄県"です。 

 
 

 出力先データには、ソースデータの市区町村ポリゴンの全ての属性と、国勢調査の H27 人口、H22

人口(組替)、面積(km2)を出力することにします。 

 

 ここで、出力先のデータフォーマットが Esri Shapefile形式である場合は、フォーマットの仕様上、

属性名は 10 バイト以内でなければならないという制約があることに注意してください。日本語版

Windows の標準文字コード（Shift JISに準じる）では全角文字は 1文字 2バイトであり、属性名「H22

人口(組替)」が 10バイトを超えてしまうので、それは「H22人口」に変更することとします。 

 

 このことも考慮して、出力先データの属性の構成を次のようにします。 

 

Name Type Width Precision 備考 

NO number 11 0 ソースデータ(市区町村ポリゴン)と同じ 

DATE date   date型に変更 

JISCODE number 11 0 ソースデータ(市区町村ポリゴン)と同じ 

PNAME char 12  同上 

GNAME char 30  同上 

CNAME char 21  同上 

NAME char 42  同上 

H27人口 number 8 0 データ型設定 

H22人口 number 8 0 属性名変更、データ型設定 

面積(km2) number 8 2 データ型設定 
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5-6. 属性の変換 

 

 都道府県別の出力先フィーチャータイプ名として都道府県コード（2桁文字列）と都道府県名をアン

ダースコアで連結した文字列属性を作成するために、次の 2 つのトランスフォーマーをワークスペー

スに追加、接続します。 

 

1) SubstringExtractor: 次のパラメーター設定によって市区町村コードの先頭 2文字（都道府県コード）

を抽出し、「都道府県コード」属性に格納します。 

 

Source Attribute: 部分文字列を抽出する元の属性 

Start Index: 抽出する部分文字列の先頭の位置（元の文字列の先頭を 0とするインデクス） 

End Index: 抽出する部分文字列の末尾の位置（同上） 

Result Attribute: 抽出した部分文字列を格納する属性名 

 

 
 

2) StringConcatenator: 次のパラメーター設定によって出力先フィーチャータイプ名（Shapefile ファ

イル名）とする文字列を作成し、"_feature_type"属性に格納します。StringConcatenator については実

習 3も参照してください。 
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 これらを追加、接続した後のキャンバス上のデータフローは次のようになります。 

 

 
 
 
 
 

5-7. ライターの追加（Copy from Reader モード）と出力先スキーマの編集 

 

 出力先の ESRISHAPEライターとフィーチャータイプを追加します。 

 

(1) ESRISHAPEライターの追加 

 

 Workbenchメニュー Writers > Add Writer を選択して Add Writer 画面を開き、Formatと Datasetを

設定してください。 

 

 
 
 

 今回は、Add Feature Type(s)として Copy from Reader（ライターフィーチャータイプを追加し、リ

ーダーフィーチャータイプのスキーマをコピーして設定する）を試します。 

 

 上の図のように Shape File Definition で Copy from Reader を選択してから OKで閉じてください。 
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 ワークスペースには 2 つのリーダーフィーチャータイプ（Shapefile データと CSV データ）がある

ので、次のように Select Feature Type画面が開き、どちらのスキーマをコピーするかが選択できます。 

 

 
 

 Shapefileデータの属性は全て出力することにしたので、不足分は後で追加、編集することとし、こ

こでは図のように Shapefileデータの方のフィーチャータイプを選択して OKで閉じ、キャンバスに現

れたライターフィーチャータイプを StringConcatenator の Outputポートに接続してください。 

 

 
 
 

(2) 出力先スキーマの編集 

 

 まず、CSVデータから読み込んだ人口等を出力するための属性をライターフィーチャータイプに追

加します。手動で追加しても良いのですが、ここでは少しでも手間を省くため、CSVリーダーフィー

チャータイプの属性をコピーして追加し、それを編集することにします。 

 

 ライターフィーチャータイプを右クリックして表示されるメニューで、Copy Attributes From 

Feature Typeを選択してください。 
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 Copy Attributes 画面が表示されるので、CSVデータのリーダーフィーチャータイプを選択して OK

で閉じます。 

 

 
 

 これによって、CSVリーダーフィーチャータイプの属性 "市区町村コード" ～ "面積(km2)" が追加

されました。 
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Feature Type 画面を開き、User Attributes タブを表示させてください。 

 

 
 

これを編集（データ型の変更、属性名の変更、不要な属性の削除）し、次の図のように、あらかじ

め設計しておいたスキーマに変更します。 
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5-8. 出力先フィーチャータイプ名の設定 

 

 Feature Type 画面の Parametersタブを表示させます。 

 

 
 

 ライターを追加したときに Shapefileリーダーフィーチャータイプのスキーマをコピーしたので、フ

ィーチャータイプ名（Shapefile Name = mmm20151001）もコピーされています。このまま実行する

と、この名前の Shapefile ファイルに「全ての」フィーチャーが出力されます。 

 

このワークスペースは、都道府県別ファイルにフィーチャーを振り分けて出力するのが目的です。

出力先のフィーチャータイプ名（ファイル名）を格納する属性（_feature_type）は作成済みなので、

それを "Shapefile Name" フィールドで選択します。 

 

 フィーチャータイプ名入力フィールド右側のメニューボタン（▼）をクリックし、"Attribute Value"

（属性値）コマンドにマウスカーソルをあわせると、その右側に選択可能な属性のリストが表示され

るので、"_feature_type"を選択してください。 

 

 
 

選択後 
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 以上の設定により、各フィーチャーの出力先が"_feature_type"の値、すなわち都道府県別のファイル

に振り分けられるようになります。 

 

 Feature Type 画面を OK で閉じ、名前を変更した属性 "H22 人口" だけ明示的にマッピングすれば

ワークスペースは完成です。 

 

H22人口(組替)    H22人口 

 

 
 

StringConcatenator と ラ イ タ ー フ ィ ー チ ャ ー タ イ プ の 間 に AttributeManager ま た は

AttributeRenamerを挿入して属性名を変更しても構いません。 

 

 ワークスペースを実行し、出力先データセットとして指定したフォルダーに都道府県別の Shapefile

ファイルが出力されたことを確認してください。 

 
 

実習 5はここまでです。主に次の事項を学びました。 

 

・CSVデータの読込 

・FeatureMerger による属性の結合 

・ライターの追加（Copy from Reader モード） 

・属性値による出力先フィーチャータイプの振り分け 

 
 

この実習のワークスペースでは、フィーチャータイプ名フィールドのメニューボタンで"Open Text 

Editor"を選択してテキストエディタを開き、次の図のように文字列式を入力すると、各フィーチャー

の属性値に基づき、ここで出力先フィーチャータイプ名 "<都道府県コード>_<都道府県名>" が作成さ

れます。この式を設定した場合は、StringConcatenator を省くことができます。 

 

 
 

属性値や式をフィーチャータイプ名に設定することによって、出力先フィーチャータイプを振り分

ける機能は、「Feature Type Fanout」と呼ばれます。 

 


